
づエ号ふ昭和59年
昭和59年 4月10日発行

発行:大洲市4月臨時号
編集:市長公室

、，、

す?ゥ可to'、No.339 

1 市庁舎完成特集号|

大
洲
市
斤
舎
完
成
/

4
月
日
日
に
開
庁
式

市
制
施
行
三
十
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
あ
る

昭
和
五
+
九
年
|

|
待
望
の
大
洲
市
庁
舎
が
完
成
し

ま
し
た
。

大
洲
市
行
政
の
中
枢
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
次
の

四
点
を
基
本
に
建
設
い
た
し
ま
し
た
。

ー
、
広
範
な
行
政
需
要
に
対
応
す
る
場
と
し
て
、
機

能
的
か
つ
快
適
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

2
、
市
を
象
徴
す
る
建
物
で
あ
る
こ
と
を
考
え
、
大

洲
市
の
自
然

・
歴
史
と
伝
統
に
ふ
さ
わ
し
い
造
形

的
な
美
し
さ
と
簡
潔
で
品
格
を
有
す
る
こ
と
。

3
、
身
体
障
害
者
の
人
々
な
ど
す
べ
て
の
市
民
の
利

用
に
対
応
す
る
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

4
、
駐
車
場
な
ど
関
連
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
充
実
す
る

こ
と
。

昭
和
五
十
七
年
十
一
月
に
着
工
以
来
、
予
定
通
り

の
工
程
で
建
設
が
進
み
、
三
月
に
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

四
月
十
六
日
に
開
斤
式
を
行
い
、

同
日
よ
り
新
斤

舎
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

落
成
式
は
、
市
制
三
十
周
年
記
念
式
典
と

一
緒
に

盛
大
に
行
い
ま
す
。

完成した新市斤舎
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おおす (2)一一

大
洲
市
の
市
制
施
行
三
十
周
年
を
迎
え
る
本
年
の
春
、
四
万
市
民
が
一

望
し
て
久
し
い
大
洲
市
庁
舎
が
完
成
し
、
四
月
十
六
日
に
開
庁
式
を
一

実

施

す

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

一

大
洲
市
発
足
以
来
、
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
市
庁
舎
が
立
派
に
…

完
成
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
、
関
係
ご
当
局
を
は
じ
め
関
係
各
位
寺
ら
一

び
に
市
民
の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
で
ご
ざ
い
ま
一

し

て

心

か

ら

感

謝

申

し

あ

げ

ま

す

。

…

大
洲
市
は
、
清
流
肱
川
を
中
心
に
発
展
し
た
歴
史
と
伝
統
を
継
承
し
一

た
文
化
都
市
で
す
。
ま
た
、
南
予
の
玄
関
都
市
と
し
、
肱
川
流
域
の
中
…

核
都
市
と
し
て
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
大
き
な
飛
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
一

ま
す
。申

す
ま
で
も
な
く
、
市
役
所
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
施
設
で
あ
り
、
一

大
洲
市
を
象
徴
す
る
建
物
で
あ
り
ま
す
。
市
庁
舎
建
設
は
、
廃
史
を
ふ
…

ま
え
、
将
来
を
展
望
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
町
並
み
と
の
調
和
、
一

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
場
と
し
て
の
機
能
が
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
に
、
ま
…

た
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
検
一

討
を
重
ね
て
建
設
に
あ
た
り
ま
し
た
。
駐
車
場
な
ど
の
関
連
サ
ー
ビ
ス
一

機
能
に
つ
き
ま
し
で
も
、
万
全
を
期
し
て
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
一

続
き
ご
協
力
を
わ
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

新
し
い
庁
舎
の
完
成
を
機
に
、
こ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
し
、
よ
り
一

一
層
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
き
め
細
か
い
施
策
の
推
進
に
努
め
て
一

ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
…

ま

す

。
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おおず広報

関玄正

同
町
並
み
と
の

罷
和
を

ン
ボ
ル

ま
す
の

和
し
た
新
し
い
市
役
所
は
、

紛
争
つ
〈
ぬ
ソ
N

の
よ
り
ど
ご
ろ
と
し

民
の
み
会
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
る
市
攻
、

推
進
の
拠
点
と
し
て

れ
る
は
ず
件
、
す
。

し
た
シ
ッ
ク
な
色
識
で
、
周
閉
め
環
境

と
の
講
和
長
銀
っ
て
い
ま
寸
。

正
露
支
関
横
に
は
、
っ
市
民
ぃ
仏

市
の
花
木
で
あ
る
つ

場
L

有~
機
龍
的
で

利
用
し
や
す
く

市
民
の
み
な
さ
ん

が
利
隠
し
や
す
い
よ
う
に
、
川
悶
苧

各
轄
の
配
置

福
祉
協
議
会
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
み
な
会
ん
の
利
用
の
多
い

籍
、
印
鑑
、
住
民
票
関
係
、
国
民
守

税
関
係
、
ご
し
尿
な
ど
の
生
活
環

境
に
関
す
る

と

の長
室
、
大
洲
市
土
地
改
良
一
匹
、
大
洲
市
住

大
川
州
市
土
地
開
発
公
社
が
あ

そ

し

ふ

レ

り
京
す
。

四
階
P
J
市
議
会
関
係
を

間
階
に
は
、

長
室
、

五
織
〉
〉
教
育
関
保
を

輩
、
総
務
課
、

育
課
、
社
会
ι

そ
し
て
、
職
員
組
合
が
必
り
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
人
々
へ
の
対
応

市
役
所
は
ど
な
た

し
い
た
だ
け
る
よ
う
に
積
々
な
配
慮
が

な
さ
れ
℃
い
ま
す
。

体
の
不
自
由
な
人
々
に
も
気
軽
に
米

で
い
た
だ
く
た
め
に
、
取
イ
ス
の
利
用

出
入
口
の
ス
ロ

i
ブ
化
を
行

ま
た
、
一
階
、

A

一
階
、
五

ス
で
科
用
で
き
る
ト
イ

盲
人
の
た
め
に
は
、
入
口
か
ら
直
接

関
係
の
あ
る
市
民
謀
、
福
祉
事
務
所
中
小

ロ

ッ

わ

か

三
階
、
四
階
、
ヘ
ご
掃
の
人
は

民
ホ
i
I
N
へ
入
っ
て
右
艇
の
エ
レ
ベ

i
タ
ー
を
ご
科
用
く
だ
さ
い
。
エ
レ
ベ

十
一
人
定
員
の
も
の
が
二

蜜人誘導ブロック



大洲市役所各階配置図|
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住所・電話
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階
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新
し
い
市
庁
舎
は
、
駐
車
場
な
ど
の

関
連
サ
ー
ビ
ス
機
能
も
整
備
充
実
し
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
気
軽
に
利
用
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

市
役
所
に
関
連
し
た
駐
車
場
は
、
市

庁
舎
周
辺
お
よ
び
八
月
末
完
成
予
定
の

白
走
式
駐
車
場
を
合
わ
せ
て
三
百
台
あ

ま
り
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
い
た
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
役
所
の
駐
車
場

に
つ
い
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
不

便
を
ム
お
か
け
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま

す。
自
走
式
駐
車
場
は
、
旧
公
会
堂
の
跡

地
に
鉄
骨
造
三
階
困
層
で
、
延
床
面
積

五
千
五
十
七
平
方
日
で
建
設
さ
れ
、
約
二

百
八
十
台
の
車
を
駐
車
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
昭
和
五
十
九
年
度
事
業
と
し

て
実
施
さ
れ
、
八
月
の
下
旬
に
完
成
す

る
予
定
で
す
。

ま
た
、
既
存
建
物
(
別
館
)
も
新
年

度
事
業
と
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。
有

効
利
用
を
図
る
た
め
に
、
内
部
の
一
部

改
装
を
行
い
ま
す
。
新
庁
舎
か
ら
は
、

二
階
、
三
階
の
接
続
階
段
で
結
ば
れ
ま

す
。
別
館
の
利
用
は
次
の
よ
う
に
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

広報
図置位辺周

一
階
:
:
:
車
庫
、
倉
庫
。

二
階
:
:
:
自
衛
隊
、
大
洲
青
年
会
議
所
、

喜
多
郡
町
村
教
育
委
員
会
連

合
会
事
務
局
、
会
議
室
、
資

料
室

三
階
:
:
:
多
目
的
研
修
室
ほ
か

市
役
所
駐
車
場
の
ご
案
内

駐
車
場
が
完
成
す
る
ま
で
の
し
ば
ら

く
の
問
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
、

市
役
所
に
わ
い
で
に
な
る
み
な
さ
ん
に

ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

駐
車
場
の
建
設
期
間
中
は
、
市
庁
舎

前
の
駐
車
場
(
二
十
台
程
度
駐
車
可
能
)

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
も
し
、
満
車
の

場
合
は
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
市
民
会
館
前
の
駐
車
場
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

駐車場完成予想図

大洲市役所の面積

地下 1階 590.75 m' 

1 f皆 1，382.27 

2 階 1，529.86 

3 F苦 971.07 

4 F菅 971.07 

5 F皆 799.32 

屋 階 78.22 

止口』 計
6，322.56 (延床面積)
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!新庁舎の完成まで

一一(7)

l建設までの経過|

市民サービスの向上を

めざして

大
洲
市
の
旧
庁
舎
は
、
本
館
、
新
館
、

別
館
(
旧
郵
便
局
)
お
よ
び
旧
公
会
堂

の
四
つ
の
建
物
か
ら
な
っ
て
い
ま
し
た
。 旧大洲市庁舎

そ
の
た
め
タ
コ
足
庁
舎
と
な
っ
て
お
り
、

来
庁
舎
の
み
な
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
い
た
し
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昭

和
一
」
-
十
五
年
に
増
築
し
た
新
館
を
の
ぞ

い
て
老
朽
化
が
ひ
ど
く
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
機
能
低
下
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
問
十
八
年
に
大
洲
市
庁
舎
整
備

審
議
会
条
例
を
制
定
し
、
建
設
計
画
を

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
折
か
ら
の
石
油

シ
ヨ
y
ク
な
ど
の
事
情
に
よ
り
延
期
せ

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

行
政
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
た
め
、

ま
た
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
に

新
し
い
庁
舎
の
建
築
が
急
務
と
な
り
、

昭
和
五
十
七
年
一
月
に
大
洲
市
庁
舎
整

備
審
議
会
に
わ
い
て
、
建
築
に
係
る
最

終
答
申
を
受
け
て
、
市
庁
舎
建
築
計
画

に
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

刀ロ
i

羽山

H
7
J
F
「ハ
U

ヨゴ

ロ
H
2
4
E》
a
r
i
T
I
-
-

昭
和
田
年
5
月

昭
和
田
年
6
月

答
申
の
基
本
構
想
は
i

-

V
建
設
位
置
は
現
在
位
置

V
規
模
お
よ
び
面
積
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
五
階
建
、
約
六
千
平
方
灯
。

駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
一
-
百
台
以
上
確
保
o

v
建
築
時
期
は
、
昭
和
五
十
七
、
八
年

度
。
完
成
予
定
は
、
昭
和
五
十
九
年
春
。

こ
の
答
申
を
受
け
て
、
昭
和
丘
卜
七

年
四
月
に
、
大
洲
市
各
国
介
の
代
表
者
十

五
人
か
ら
な
る
大
洲
市
庁
舎
建
設
委
員

会
が
聞
か
れ
、
設
計
案
の
検
討
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
附
富
栄
建
築

事
務
所
の
案
が
最
適
で
あ
る
と
の
答
申

を
得
ま
し
た
。

新
庁
舎
建
設
へ

昭
和
五
十
七
年
九
月
に
、
新
庁
舎
建

昭
和
田
年
9
月

築
の
た
め
、
市
役
所
は
、
市
民
会
館
な

ど
の
仮
庁
合
へ
移
転
し
ま
し
た
。

市
庁
舎
建
設
は
、
大
洲
市
発
足
以
来

の
大
事
業
で
あ
り
ま
す
の
で
、
高
度
の

能
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
の
で
、
分
割
工

事
別
請
負
方
式
を
選
択
し
、
二
分
割
発

注
を
い
た
し
ま
し
た
。
市
庁
舎
本
体
工

事
は
清
水
建
設
耐
阿
国
ト
メ
后
、
電
気
工

事
は
栗
原
工
業
側
松
山
営
業
所
、
給
排

山
小
・
衛
生
・
ガ
ス
・
空
調
は
川
崎
設
備

工
業
側
阿
国
常
業
所
と
請
負
契
約
の
締

結
を
行
い
ま
し
た
。
建
築
費
は
、
卜
億

六
千
八
百
万
円
で
す
。

昭
和
江
十
七
年
十
一
月
十
四
日
に
庁

舎
建
設
現
場
で
起
工
式
を
行
い
、
建
築

に
と
り
か
か
り
ま
し
た
。

以
後
、
順
調
に
工
事
は
進
み
、
今
年

三
月
、
待
望
の
新
庁
舎
が
完
成
い
た
し

ま
し
た
。

昭
和
田
年
什
月



大洲市の機構と位置表 - 8-

市 長 室 3 階 議 長 室 4 F皆

助 f生 室 1/ 総務部長室 3 階

収入役室 1/ 産業経済部長室 2 階

教育長室 5 階 建設部長室 1/ 

昔日 言果 名 係 位置

市長公室 職員係、秘書係、コミュニティ・広報広聴係、業務係 3~皆

総務財政課 企画・行政・統計係、財政係、管財係、文書・交通安全係 1/ 

メ~ 計 課 会計係、用度係 1階

税 務 課 固定資産税係、市民税係、収納係 1/ 

務
市 民 課 戸籍係、市民係、国民年金係 1/ 

保険衛生課 衛生係、保険係、公害係 1/ 

音日
福祉事務所 施設係、援護係、保護係、庶務係 1/ 

同和対策課 調整係、業務係 1/ 

農業開発課 農政係、農林構造改善係、営農係、土地調整係、開発係 3階

農業土木課 工務係、管理係、国土調査係 2階

商工観光課 商工係、観光係 1/ 

建 モ員壬又尺e 課 管理係、工務係、維持係、失業対策事業係 1/ 

建
都市整備課 管理係、都市計画係、都市開発係、事業係、街路係、建築係 1/ 

設
特定事業対策室 業務係 1/ 

音日
水 道 課 業務係、工務係 別棟

教 務 自果 管理係 5階

行 委育 学 校教育課 学校教育係 1/ 

政 貝 同 和 教育課 同和教育係 1/ 

委
メ~

社会教育体育課 社会教育係、社会体育係 1/ 

員 監査委員会 事務局 1/ 

~ 農業委員会 事務局 (農地係、農政係) 3階

選挙管理委員会 事務局 3階

議 会事務局 事務局 (議事係) 4階

市役所内の団体等一覧表
名 称 位 置 名 称 位 置

大洲市社会福祉協議会 l F音 大洲市体育協会 5~皆(社会教育体育課内)

愛媛県同和対策協議会 大洲市少年補導センター 5階( /1 

大川|支部(事務局)
1階(同和対策課内)

自治労大川|支部 5 階

大洲市土地改良区 2階(農業土木課内) 自衛隊愛媛地方連絡部
別館2階

大 洲住宅協会 2階(特定事業対策室内) 大洲募集事務所

大掛|土地開発公社 2階( 1/ 大洲市青年会議所 1/ 

大洲市観光協会 2階(商工観光課内) 喜多郡町村教育委員会
1/ 

八幡浜大洲地区広域
3階(総務財政課内)

連合会事務局

市町村圏組合事務局 別館については、 6月ごろから使用します。
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